
木版画「雪の飛騨の里」
大門孝藏

文化功労者を顕彰
高山市文化協会では、永年に亘り郷土の文化振興とその発展に寄
与された方を顕彰しています。本年は、2 名の方を1月1日の新年
市民互礼会にて表彰します。　　　　　　 　（敬称略・順不同）

小野木三郎
 （80歳）
自然保護活動家

永年に亘り、自然保護活動ならび
に環境教育を通じて地域の文化
振興に大きく貢献されたその功績。

田之本克己
 （72歳）
文学講師
郷土史研究家

永年に亘り、文学と郷土史の
研究を通じて地域の文化振興
に大きく貢献されたその功績。

新
年
の
ご
挨
拶

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
会
長
　
小
林
　
浩

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
を
は

じ
め
市
民
の
皆
様
に
は
ご
家
族

お
揃
い
で
、
令
和
最
初
の
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
は
高
山
市
文
化
協
会
の

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
有
り
難
く
、
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
計
画
い
た
し
ま
し
た

事
業
も
、
幸
い
に
し
て
今
の
と
こ

ろ
滞
り
な
く
進
め
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
当
協
会
設
立
七
十
周
年
記

念
と
し
て
制
作
し
て
お
り
ま
す

映
画
「
初
め
て
の
女
」
は
、
現

地
の
撮
影
が
終
了
し
、
現
在
編

集
の
作
業
が
大
詰
め
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
映
画
は
、
高
山
市
名
誉

市
民
・
故
瀧
井
孝
作
の
代
表
作

で
あ
る
『
俳
人
仲
間
』
の
第
三

篇
『
初
め
て
の
女
』
を
原
作
と
し
、

作
者
の
青
年
時
代
の
心
の
葛
藤

を
描
い
た
も
の
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
映
画
撮
影
は
深
夜
に
及
ぶ
こ

と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
様
は
じ
め
地
域
の
方
々
の

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
は
、
市
民
文
化
芸

術
鑑
賞
事
業
と
し
て
、
久
し
ぶ

り
に
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
芸

能
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

無
形
文
化
遺
産
で
も
あ
る
「
文

楽
」
の
公
演
を
い
た
し
ま
し
た
。

人
形
の
振
り
・
太
夫
の
語
り
・
三

味
線
の
音
色
が
発
す
る
絶
妙
な

演
技
は
、
観
客
の
皆
様
に
は
心

ゆ
く
ま
で
堪
能
し
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
飛
騨
高
山
文
化
芸
術

祭
　
こ
だ
ま
～
れ2019

」
へ
は
、

当
協
会
事
業
全
体
を
市
民
提
案

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
昨
年
の
高
山
市

文
化
協
会
は
、
今
日
ま
で
培
っ

た
歴
史
と
経
験
を
活
か
し
、
私

た
ち
郷
土
の
文
化
を
向
上
す
る

た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
迎
え
ま
し
た
令
和
二
年
は
、
記

念
映
画
「
初
め
て
の
女
」
の
完
成

の
他
、
文
学
・
美
術
・
音
楽
・
舞

踊
・
伝
統
芸
能
等
、
郷
土
が
最
も

必
要
と
す
る
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
様
が
身

近
な
と
こ
ろ
で
、
文
化
活
動
に
参

加
で
き
る
機
会
を
創
り
、
心
豊
か

に
潤
い
の
あ
る
日
常
生
活
が
営
ま

れ
る
社
会
環
境
を
構
築
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
文
化
活
動
の
中
心
と

な
る
新
し
い
市
民
文
化
会
館
は
、

社
会
教
育
、
文
化
活
動
の
核
と
な

る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
高
山
市
の

駅
西
地
域
の
社
会
的
基
盤
を
構
成

す
る
重
要
な
施
設
と
な
る
こ
と
か

ら
、
高
山
市
の
文
化
の
殿
堂
に
相

応
し
く
、
市
民
の
皆
様
か
ら
も
親

し
ま
れ
る
新
し
い
総
合
文
化
施
設

と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
具
体
的

に
提
案
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
災
害
も
な
く
、
穏
や
か

で
文
化
活
動
を
始
め
と
す
る
市
民

活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ

と
、
あ
わ
せ
て
市
民
の
皆
様
の
健

康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　



Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
２
０

 

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
で
学
ぶ
十
五

歳
以
下
の
子
供
た
ち
が
心
に
感
じ

た
こ
と
を
曲
に
し
、
自
ら
演
奏
す

る
音
楽
活
動
の
発
表
会
で
す
。

◇
日
時
　
一
月
十
九
日
（
日
）　

　
午
後
一
時
十
五
分
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

第
五
回
ヤ
マ
ハ
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル 

コ
サ
カ
楽
器
選
考

会◇
日
時
　
二
月
一
日
（
土
）・
二

　
日
（
日
）
時
間
未
定

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

「
岡
目
一
目
」

　「
船
は
港
に
い
る
時
、
最
も

安
全
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
船
が

作
ら
れ
た
目
的
で
は
な
い
。
パ

ウ
ロ
」
と
い
う
貼
り
紙
が
、
ご

坊
様
の
本
堂
に
あ
っ
た
。

　
通
り
が
か
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ご
婦
人
に
「
ど
う
思
い

ま
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
お

互
い
を
認
め
合
う
の
は
い
い
。

世
界
は
コ
ン
プ
リ
ケ
イ
テ
ッ
ド

（
複
雑
）
だ
か
ら
、
シ
ン
プ
ル

な
方
が
い
い
」と
返
っ
て
き
た
。

　
そ
う
、
世
界
は
宗
教
・
宗
派

の
違
い
で
殺
し
合
い
が
続
い
て

複
雑
だ
。
シ
ー
ア
派
も
ス
ン
ニ

派
も
シ
ン
プ
ル
に
認
め
合
っ
て

欲
し
い
。
キ
リ
ス
ト
教
も
回
教

も
仏
教
も
、
皆
み
ん
な
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
も
バ
チ
カ
ン
の

壁
に
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
す

る
。
聖
徳
太
子
」
く
ら
い
書
い

て
下
さ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
高
山
市
も
わ
ざ
わ
ざ
、
広
島

市
長
や
長
崎
市
長
を
呼
ん
で
、

平
和
都
市
宣
言
を
し
た
。
こ
れ

だ
け
外
国
人
旅
行
客
が
多
く
な

っ
た
高
山
市
に
は
、
発
言
力
が

あ
る
。
船
が
出
る
ぞ
ー
。

　
船
が
作
ら
れ
た
目
的
は
、
人

や
物
や
文
化
を
遠
く
に
運
ぶ
こ

と
。
今
七
つ
の
海
は
大
荒
れ
。

　
昭
和
の
暴
風
雨
を
く
ぐ
っ
た

日
本
丸
の
平
成
は
平
和
で
あ
っ

た
。令
和
も
又
か
く
あ
り
た
い
。

　
　
　
　
　〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

本年度も次の企業・団体より支援をいただき、申請のあった児童生徒とその家族
23組の皆さんへ、文化芸術鑑賞事業への無料招待をさせていただきました。多数
のご支援に感謝申し上げます。

つきましては、令和2年度も本事業をご支援いただける企業・団体を募ります。詳
細については、文化協会事務局までお問い合わせください。
TEL:0577-34-6550 mail@takayama-bunka.org

私のあしながおじさん
事 業 の お 礼 と お 願 い

・打保法律事務所 ・（株）高山市民時報社 ・市民時報旅行（株） 
・（株）挾土組 ・蜻蛉舎 ・飛騨信用組合 ・高山信用金庫 ・飛騨産業（株） 
・（有）フジ企画広告事務所 ・（有）平瀬酒造店 
・高山市商店街振興組合連合会 ・（株）十六銀行高山支店 ・飛騨印刷（株） 
・高山金融協会 ・（株）大垣共立銀行高山支店 ・崇教真光        （順不同）

新春
飾り物展
～干支「子」と歌会始お題「望」～

午前9時～午後5時（最終日午後4時まで）
1月10日金～12日日

主催：高山市／（一社）高山市文化協会　
共催：高山飾物同好会

高山市民文化会館 3階
●講堂（一般の部）
●美術工芸室（高校生の部）

令和2年

日時

場所

※3歳児未満入場不可（母子室あり）

午後3時開演
午後2時30分開場日3 15

高山市民文化会館大ホール
チケット料金（税込）

プレイガイド

全席指定

高山市民文化会館　飛騨市文化交流センター 　
チケットぴあ Ｐコード：171-575

〔一般〕　　　　　　　 Ｓ席3，500円・Ａ席2，500円
〔メセナメイト会員〕　　　Ｓ席3，000円・Ａ席2，000円
〔ジュニア（18才以下）〕　Ｓ席・Ａ席共に500円

チケット発売
メセナメイト先行発売 午前10時～
一般発売 午後1時～令和2年1月11日（土）

湯山昭の音楽湯山昭の音楽
高山市文化協会70周年記念事業　市民文化芸術鑑賞事業高山市文化協会70周年記念事業　市民文化芸術鑑賞事業

What The World Needs Akira YuyamaWhat The World Needs Akira Yuyama

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
史
上
、最
も
大
衆
に
愛
さ
れ
た
作
曲

モ
ダ
ン
な
和
声
と
複
雑
系
リ
ズ
ム
、悲
し
い
明
る
さ
が
止
ま
ら
な
い
！

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
史
上
、最
も
大
衆
に
愛
さ
れ
た
作
曲

モ
ダ
ン
な
和
声
と
複
雑
系
リ
ズ
ム
、悲
し
い
明
る
さ
が
止
ま
ら
な
い
！

〈演奏予定楽曲〉
ピアノ曲集『お菓子の世界』より、ヴァイオリンとピアノのための小奏鳴曲、

マリンバとアルトサクソフォーンのためのディヴェルティメント、
湯山昭歌曲集～「鳴子を弾いても」、「電話」、歌曲集 カレンダーより「七月/夏のレセプション」ほか、

男声合唱とピアノのための「ゆうやけの歌」、合唱曲「思い出の高山」/「くじらの子守歌」

〈演奏予定楽曲〉
ピアノ曲集『お菓子の世界』より、ヴァイオリンとピアノのための小奏鳴曲、

マリンバとアルトサクソフォーンのためのディヴェルティメント、
湯山昭歌曲集～「鳴子を弾いても」、「電話」、歌曲集 カレンダーより「七月/夏のレセプション」ほか、

男声合唱とピアノのための「ゆうやけの歌」、合唱曲「思い出の高山」/「くじらの子守歌」

●林正子（ソプラノ）●新垣隆（ピアノ）
●上野耕平（アルトサクソフォーン ）●池上英樹（マリンバ ）
●石上真由子（ヴァイオリン ）
●THE LEGEND（男声5声によるオペラユニット）
●地元合唱団の皆さん：コーラス赤い靴、女性コーラスさつき、
　コールからたち、中日文化センター、コーラスこおろぎ

出
演

湯山 昭 新垣 隆上野耕平湯山玲子


